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１ぐ

昭
和
五
十
四
年
六
月
宇
治
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
七
月

十
四
日
ま
で
の
三
十
四
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
に
は
、
間
も
な
く
完

成
す
る
休
日
昌
謬
鰐
臍
お
よ
ぴ
保

健
セ
ン
タ
ー
に
か
か
る
条
例
や
新
し

い
印
鑑
粂
例
の
制
定
、
共
済
見
舞
金

等
の
増
額
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
災

害
共
済
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
十

三
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

招
集
日
の
六
月
十
一
日
に
は
、
市

長
か
ら
、
十
議
案
の
提
案
説
川
が
行

わ
れ
、
十
三
日
に
は
一
議
案
者
戻

し
、
残
る
九
議
案
を
読
誦
と
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
ｆ
ｆ
ｌ
５
<
!
４
に
付
託
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
十

四
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
開
か

れ
、
付
託
議
１
、

て
熱
心
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
し

た
。一

股
質
問
は

六
月
二
十
一
日

付
託
詞
願
に
つ
ぃ６月定例会

か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
三
日
閻
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
十
二
人
の
議
員
が

ｎ
推
し
、
教
青
・
咄
殴
関
係
な
ど
市

政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
貿
問
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

議
頌
一
一
議
は
、
六
月
二
十
九
口
お

よ
び
七
ｊ
;
十
三
日
に
行
わ
れ
、
二
十

九
日
に
は
、
議
案
の
付
託
を
受
け
て

所
″
㈹

役
？
４
１

市
呼

ユ
０
３

宇
″
話

斤

″
電

刷印堂進新ｍ印

い
た
各
常
任
委
員
長
か
ら
、
委
員
会

で
の
番
査
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、

当
日
に
追
加
提
案
の
あ
っ
た
助
役
の

選
任
同
意
な
ど
三
議
m
合
め
た
十

二
議
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
十
三

日
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お

よ
び
禰
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ

一］ａ

れ
ぞ
れ
四
Ｘ
Ｉ
３
方
が
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
甜
如
一
件
に
つ
い
て
の
常
任
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
採
択

す
る
と
と
も
に
、
新
ら
た
に
一
請
順

を
常
任
■
Ｓ
ａ
t
<
!
･
(
に
付
託
し
ま
し
た
。

以
上
で
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し

企
期
を
一
日
孤
し
、
十
三
口
に
閉
会

し
ま
し
た
。

心
と
か
ら
だ
を
き
た
え

健
康
を増

進
し
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

一
一
…
…
…
…
！
″
…
…
…
…
…
‥

一
市
民
の
み
な
さ
ん
待
望

の
「
休
日
急
病
診
療
所
」
一

が
明
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
。

■ 一
…
…
…
…
’
…
…
…
…
…
一

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、
最

後
の
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
Ｉ
元
成
。
い
よ

い
よ
明
日
十
二
日
の
日
臓
日
か
ら
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
急
病
の
場
合
に

応
急
的
な
診
療
を
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
休
日
な
ど
の
医
療
体
制

礪
立
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
嬰

望
で
あ
り
、
市
で
は
。
市
民
の
く
ら

し
と
健
康
を
守
る
’
と
い
う
施
政
の

基
本
方
針
か
ら
各
界
の
代
表
者
で
構

成
す
る
医
療
問
ａ
懇
談
会
を
設
置
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
医
療
体
制
な
ど

Λ
可
決
、
承
認
・
同
意さ

れ
た
議
案
＞

〇
印
鑑
条
例
の
制
定
（
印
鑑
の
登
録

お
よ
び
証
明
制
度
に
つ
い
て
の
市

民
の
利
便
と
事
務
の
改
善
＊
図
る

た
め
）

○
休
日
急
病
診
認
…
条
例
の
制
定
（

診
療
所
の
設
ほ
に
伴
う
も
の
）

○
保
健
セ
ン
タ
ー
粂
例
の
制
定
（
セ

ン
タ
ー
の
設
は
に
伴
う
も
の
）

Ｏ
交
通
災
Ｗ
藩
弟
例
の
一
部
改
正

（
交
辿
共
済
制
■
＆
の
内
容
充
実
を

図
る
た
め
）

Ｏ
公
会
m
の
応
ほ
の
設
は
お
よ
ぴ

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
一
部
公
<
!
H
i
3
1
の
廃
止
お
よ
び
集

宇
治
市
少
年
少
女

合
唱
団

結
団
式
で
初
合
唱

場
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◇
◇

こ
ど
も
手
づ
ぐ
り
文
化
祭
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
と
幸
：
９
月
2
3
日
（
日
）
と
2
4

日
（
振
替
休
日
）

▽
会
場
・
・
・
宇
治
小
学
校
・
小
倉
小

学
校
・
市
民
会
館
の
三
会
場
・

▽
催
物

＜
作
品
展
示
Ｖ
児
童
や
生
徒
が
夏

休
み
中
に
発
見
や
体
験
、
制
作
、

研
究
し
た
も
の

＜
発
表
会
＞
児
童
や
生
徒
の
人
形

劇
、
児
童
劇
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、

鼓
笛
隊
な
ど

＜
胞
目
Ｖ
チ
ェ
チ
’
メ
’
一
号
の
冒

険

Λ
親
子
写
真
の
展
示
＞

な
お
、
こ
の
「
こ
ど
も
手
づ
く
り

文
化
祭
」
の
ポ
ス
タ
’
‐
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
四
ツ
切
の
画
用
紙
に
か
い

て
、
９
月
１
日
に
学
校
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
市
の
あ
ら
ま
し

説
明
会

一一一
一

れ心｀

色
’

特
″

煕ド
」
皿

一
保

？ナ
皿

５
ｔ
は

一
７
｀

都
心

京
匹

躾斬新作
汐

ン
同
Ｕ
【

こ

べ
１

一
は
ど
し

り
た
を
■
夫

口
Ｏ
ま
ン
エ
｀

カ
す
ヽ
ス
ら

ヽ
ま
ん
７
な

が
り
ｙ
さ
レ
様

士
お
嫂
の
母

養
て
お
理
ろ
お
＾

劣
し
・
の
、
料
こ
の
す

の
究
前
度
Ｉ
ン
ま

任
研
を
婚
゛
ど
ラ
れ

い
専
が
う
結
今
せ
・
テ
ら

・
も
ご
で
．
．
べ
え

･
W
J
ち
＃
よ
゜
ス
見
た
か

下
が
週
き
す
ビ
の
ま
を

り
を
で
Ｉ
゜
一

せ
よ
立
ん
Ｉ
サ
腕
れ
ユ

か
た
献
ベ
ユ
ー
の
ぞ
ニ

か
に
ニ
ナ
れ
メ

ま
は
的
の
メ
イ
ん
そ
も

お
理
学
理
る
デ
さ
は
に

を
料
科
ヽ
ヽ
れ
一
祁
昧
り

１
こ
ぷ
認
飛

母
類
で
ん
ま
じ
い

管
お
ン
庭
に
さ
Ｉ
司
で

養
く
ミ
家
た
む
味
出
料

か
夕
ヽ
一
な
■
お
ヽ
料
材

栄
と
ピ
」
ど
の
お
材
じ
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一

ヽ
゛

｀
Ｓ

Ｉ
■
－
％

一
Ｉ
Ｊ

Ｊ
ｑ
’
ｊ
ｊ

ま
ま
ｋ
ｌ

ｓ
■
ａ

し
り
た

ｉ
χ
。
Ｊ

Ｉ
゛
Ｉ
ｏ
・
。

届
ま
す
ま

む
て
ま
き

を
し
き
夕

１
．
Ｌ
ｆ
‘
よ

ｔ
ｌ
で
み

材
人
が
゜

の
が
と
ん

け
係
こ
せ

だ
入
る
ま

な
什
ず
り

=
ｉ
。
の
け
あ

６
９
４
こ

’
！
・
！
！

に
担
お
他

立
で
を
は

献
｛
燭
菜
と

・
λ
市
野
こ

か
せ
ヽ
・
な

ｔ
ま
Ｍ
勾
す
く

ａ
‐
■
－

ん
ま
り
の
・
ま
た

え
あ
‐
魚
い

せ
¨
“
が
の
゜
し
ぜ

ま
本
ダ
の
そ
ま
け
ど

‐
ノ
ー
ム
｀
ま
ほ

Ｉ
。
く
も
分
の
届
ス

あ
ギ
た
の
た
そ
お
ピ

ゞ
・
不
リ
い
鮮
一

ガ
は
ま
そ
哨
新
を
‘
サ

ダ
た
・
鮮
を
ヽ
司
の

な
ら
１
約
ら
Q
L
Z
l
.
川

ム
あ
か
新
予
か
時
峙

①
②
③

すました
い

配宅を料材食夕で小令１
１

傑が！！一
Ｉ

‐
印１のた

以匹幡
な
欝七

る
｀
陥司欝自

Ｉ
な
者
丿
京

中
゜

施
い

実
さ

刻
下

ま
せ

日
合

２
問

月
お

呻
て

ト
に

昌レ
お

プ
ヽ

み
は

休
細

夏
詳

今只厘
Ｑ
）

7 5

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
五
十
三
年
度
に
総
予
算
二
゛

つ
て
い
ま
す
。

億
六
、
一
八
四
万
円
を
計
上
し
、
休
▽
診
原
科
目

日
急
病
診
麿
臍
を
建
設
す
る
こ
と
に
科

し
ま
し
た
。

こ
の
休
日
急
病
診
療
所
は
市
役
所

向
い
側
の
市
有
地
で
五
十
三
年
十
二

月
に
建
設
工
事
に
着
手
Ｃ
、
今
日
八

月
十
一
日
、
真
新
し
い
休
日
急
病
診

哨
Ｍ
で
開
所
式
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
Ｌ
ト

三
階
建
て
で
、
一
階
が
休
日
急
病
診

哨
所
、
二
階
と
三
階
が
保
健
セ
ン
タ

’
・
・
、
三
階
の
一
部
が
医
療
会
館
と
な

会
所
の
設
ほ
に
伴
う
も
の
Ｉ
包
｀

意
見
を
付
し
て
可
決
）

Ｏ
市
道
路
線
の
認
定
（
十
三
路
線
）

〇
市
沼
路
線
の
一
部
廃
止
（
二
路

線
）

○
宇
（
あ
ざ
）
の
区
域
の
変
更
（
一

部
区
域
の
広
野
町
小
根
Ｍ
へ
の
編

入
）

○
訴
え
の
提
起
（
市

新
印
鑑
条
例
な
ど
制
定

営
住
宅
に
か
か
る

も
の
）

○
自
治
功
労
者
の
推

せ
ん
承
認
（
十
氏

-
ａ
ｗ
ｓ
）

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
を
組
ａ
す
Ｉ
る

市
町
の
数
の
増
加
お
よ
ぴ
城
剛
衛

生
管
理
組
合
規
約
の
一
部
変
更
（

現
柑
成
市
町
に
井
手
町
を
加
え
る

た
め
）

〇
一
股
会
叶
初
正
･
'
＾
ｓ
（
第
２
号
一

二
百
七
十
一
万
川
）

▽
診
療
時
間

替
休
日
、

◇内
科
、
小
児
科
、
歯

日
曜
日
や
祝
日
、
振

年
末
年
始
の
午
前
1
0

時
～
午
後
５
時
（
受
付
は
午
前

９
時
5
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
）

な
お
、
診
原
を
受
け
ら
れ
る
人
は

「
健
康
保
険
証
」
を
受
付
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

作
品
を
発
表
し
よ
う

こ
ど
も
手
づ
く
り
文
化
祭

Ｏ
助
役
の
選
任
同
意
（
鳥
倉
友
次

‐
敬
称
略
）

＜
採
択
さ
れ
た
請
願
Ｖ

Ｏ
排
水
路
整
備
に
関
す
る
請
願

◇

Ｏ
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

北
岡
栄
一
、
若
山
正
作
、
鎌
田
武

男
、
小
山
一
雄
（
敬
称
略
）

Ｏ
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

松
本
登
、
西
村
せ
Ｉ
、
北
岡
保
、

鬼
Ｗ
安
一
（
敬
称
略
）

◇

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
新
広
域

市
町
村
圏
に
関
ず
る
話
問
題
に
対
処

す
る
た
め
、
十
八
人
の
委
員
か
ら
な

る
「
新
広
域
市
町
村
圏
対
策
特
別
委

員
会
」
が
ほ
ほ
さ
れ
、
委
貝
妊
に
は

山
中
消
委
員
、
剛
委
員
長
に
は
宮
城

日
出
年
委
員
が
選
山
さ
れ
ま
し
た
。

く
っ
た
模
型
・
工
作
な
ど
の
作
品
を

発
表
し
ま
せ
ん
か
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
際
児
童

年
を
記
念
し
て
、
「
こ
ど
な
手
づ
く

り
文
化
祭
」
を
開
き
ま
す
。
そ
こ
で

夏
休
み
中
に
見
つ
け
た
も
の
や
考
え

た
こ
と
、
作
っ
た
も
の
、
あ
つ
め
た

も
の
な
ど
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
君

も
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
。

応
募
作
品
は
、
文
化
祭
の
当
日
会

か
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ふ
え
つ
づ
け
る
水
需
要

一
人
一
日
平
均
三
百
リ
ッ
ト
ル
に

宇
治
市
内
で
使
わ
れ
る
水
の
量
が
、

い
ま
、
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
現
在
も
つ
づ
い
て
い

場プンボ圧加区高最城山

５
た

井
し

水
成

着
完

の
は

場
下

水浄治？すまいてつくつは水▼

ＩＩ

る
「
人
口
の
増
加
」
に
あ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

「
生
活
水
準
の
向
上
」
に
よ
っ
て
、
社

会
全
体
が
自
由
に
水
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
水
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ

Ｉ
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
水
が
生
活
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
形
を

と
っ
て
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。
た

と
え
ば
、
飲
用
や
炊

事
、
洗
た
く
、
入
浴

独
立
採
算
制

水
道
事
業
の
経
営
は
、
み
な
さ
ん

が
お
使
い
に
な
っ
た

水
量
に
も
と
ず
い
て

い
た
だ
く
水
道
料
金

収
入
だ
け
で
い
っ
さ

い
を
ま
か
な
い
、
税

金
は
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
し
く
み
を

に
よ
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
Ｊ
国
か
ら
の
補
助
金

の
交
付
も
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
支
払
わ
れ
る
水
道
料
金
だ
け
で
人

受
益
者
負
担
が
原
則
で

税
金
と
は
別
の
会
計

「
独
立
採
算
制
」
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
料
金
は
税
金
と
は

別
の
も
の
で
、
受
益
者
負
担
の
原
則

水
洗
便
所
な
ど
の
家
庭
用
水
を
は
じ
め

と
し
て
、
学
校
、
事
務
所
、
病
院
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
都
市
活
動

用
水
と
し
て
、
ま
た
、
財
産
を
守
る
消

件
費
や
物
件
費
、
動
力
費
、
減
価
償

却
費
、
そ
の
ほ
か
山
城
水
道
か
ら
の

受
水
費
な
ど
を
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば

防
用
水
と
し
て
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
昭
和
四
十
三
年
の
一

人
一
日
平
均
配
水
量
は
二
百
二
十
一
μ

で
す
が
、
十
年
後
の
五
十
三
年
に
は
二

百
九
十
八
ｇ
と
著
し
く
増
加
し
て
い
ま

す
。人

口
増
の
中
で

給
水
人
口
増
加
へ

■
一
般
家
庭
で
二
十
三
ト
ン

市
内
の
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
る
水
の

量
は
、
・
一
ヵ
月
約
二
十
三
ト
ン
。
こ
の

う
ち
、
洗
た
く
が
三
〇
％
と
最
も
多
く

占
め
、
次
い
で
飲
用
や
炊
事
が
十
九
％

風
呂
が
十
七
％
、
ト
イ
レ
が
十
六
％
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

り
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
借
金
を
起

債
と
い
い
ま
す
が
、

現
在
こ
の
総
額
が
三
十
五
億
八
千
万

円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

張
事
業
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

第
四
次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
ふ
れ
ま

す
と
、
こ
の
事
業
は
、
宇
治
浄
水
場
を

中
心
と
す
る
自
己
水
源
の
開
発
と
と
も

に
、
山
城
最
高
区
加
圧
ポ
ン
プ
場
の
配

水
施
設
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
、
五
十

六
年
の
完
成
時
に
十
六
万
六
千
人
を
ま

か
な
う
こ
と
の
で
き
る
給
水
能
力
を
持

と
う
と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
総
事
業
費
三
十
六
億
円

を
投
入
す
る
第
四
次
拡
張
事
業
が
完
成

し
て
も
、
昭
和
五
十
九
年
ご
ろ
に
は
ふ

た
た
ぴ
水
不
足
か
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
断
水
や
時
間
給
水
の
な
い
信

頼
で
き
る
水
道
に
し
て
お
く
た
め
に
は

ま
だ
ま
だ
建
設
工
事
を
終
わ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

・
じ
ゃ
□
は
こ
ま
め
に
し
め
ま
し
ょ
う

・
風
呂
の
水
は
掃
除
や
洗
た
く
な
ど
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

■
多
い
パ
ッ
キ
ン
グ
の
故
障

簡
単
に
修
理
で
き
ま
す

・
水
道
の
故
障
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
は

じ
ゃ
口
か
ら
の
水
も
れ
。
ご
家
庭
で

パ
ッ
キ
ン
グ
を
取
り
替
え
る
だ
け
で

直
せ
ま
す
。

・
パ
ッ
キ
ン
グ
を
取
り
替
え
て
も
水
が

止
ま
ら
な
い
と
き
は
、
お
近
く
の
宇

治
市
水
道
部
公
認
の
工
事
業
者
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
き
は

す
ぐ
水
道
部
へ
お
届
け
を

・
引
越
し
て
い
く
と
き

・
引
越
し
て
き
た
と
き

・
使
用
者
、
ま
た
は
所
有
者
の
名
義
が

か
わ
る
と
き

・
道
路
上
の
漏
水
を
発
見
し
た
と
き

いさだくい使おで備設な全安は気電てえ替り取ぐすは具器たれわこ

九
皿

］

で
に
町
5
3

と
勺
田
一

ｆ
ロ
μ
Ｏ
ｌ

も
期
す
賢

M
ｒ
―
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詣

感
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て
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コ
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全
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傷
災
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ト
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線
安
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電
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セ
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●
気
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ン
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電
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コ
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刄

や
し
・
庭
も
1
1
゛

チ
ま
電
家
ま
一
一

ッ
い
漏
ご
匹
西

イ
、
Ｅ
り
ｌ
ｌ
の

ス
も
は
て
き
関

た
て
で
し
ん

れ
え
会
い
で
団
人

わ
替
協
伺
財
法

こ
り
当
お取

。
が

今

命

宇
治
市
民
憲
章

ぬ
や、

ぺ
繭

ご
存
じ
で
す
か

水
は
限
り
あ
る
資
源
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は

まい
○

とこの昔はのたれわ％
．

Ｉ
Ｖと

飲りあで源資るあ

○

すでのもす出り作

り
一
に

限
う゛

よ

は
Ｉ
る

で
Ｉ
め

がんさなみの民市も’
―

で市治宇

給供てし定安こ常を水るれわ使

いてね重を力努
・
夜日

９
めたるす

生と

りぼのぎなうは要需の水て
つな

加
一
も

と

増の
に

向

い
い

か

な

口人

上的質

し
の

お
Ｅ

け て １し

一
〇

す

一
ま

私Ｑ’
！

会機を期要需最の夏
た ち 生のづつえふ

ま
一
活
一
に

○
う

よ
し
Ｉ

ま
Ｉ

みてえ考ていつにＩ水ｒいなせか欠に活

苦
し
く
な
る
財
政
運
営

水
道
事
業
は
国
の
責
任
で

水
道
施
設
の
拡
充
に
と
も
な
う
資
金

は
、
国
や
銀
行
な
ど
の
借
金
に
よ
っ
て

ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

建
股
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
元
金
や
利

息
の
返
済
、
つ
ま
り
元
利
償
還
金
は
グ

ラ
フ
で
示
す
と
お
り
増
大
す
る
一
方
で

す
。と

こ
ろ
で
、
宇
治
市
の
水
一
立
方
メ

ー
ト
ル
の
販
売
価
格
は
六
十
五
円
八
十

一
銭
で
す
。
こ
れ
を
Ｉ
・
八
リ
ッ
ト
ル

ピ
ン
に
入
れ
ま
す
と
約
五
百
五
十
五
木

に
相
当
し
、
価
格
で
は
一
箱
百
五
十
円

の
た
ば
こ
で
八
木
分
に
相
当
し
ま
す
。
一

一
方
、
水
一
立
方
メ
ー
ト
ル
作
る
の

に
必
要
な
経
費
（
給
水
原
価
）
は
、
五

十
三
年
度
で
八
十
六
円
五
十
一
銭
で

す
。
こ
の
給
水
原
価
の
構
成
費
は
表
の

と
お
り
で
、
最
も
多
く
占
め
る
の
が
受

水
費
。
水
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

給
水
原
価
の
う
ち
、
三
六
・
五
％
に
相

当
す
る
三
十
一
円
七
十
八
銭
も
あ
り
ま

す
。
次
い
で
、
人
件
費
の
二
〇
・
六
％

の
十
七
円
八
十
五
銭
、
支
払
利
息
の
十

四
円
四
銭
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

家
庭
に
は
。
水
道
加
入
金
や
宅
造
協
力

金
に
よ
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
販
売

価
格
を
低
く
お
さ
え
て
供
給
し
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
は
、
非
常
に
苦
し
い
財

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
限
界
か
あ
り
ま

す
。
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
「
水
」
行
政
は
、
当
然
国
の
責
任
に

お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
水
道

事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
か
強
く
望
ま

れ
ま
す
。

ｙ

必
要
な
費
用
8
6
円
5
1
銭
）

〔
5
3
年
度
給
水
原
価
〕

Ｉ

そ
こ
で
宇
治
市
で
は
、
国
に
対
し
て

・
広
域
水
道
の
推
進
に
と
も
な
う
水
源

開
発
と
施
設
の
確
保
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る

・
起
債
の
利
率
を
引
き
下
げ
、
さ
ら
に

償
還
期
限
の
延
長
や
運
用
を
改
善
し

て
ほ
し
い

・
水
道
施
設
の
建
設
費
に
つ
い
て
、
二
分

の
一
の
財
政
援
助
を
講
じ
て
ほ
し
い

な
ど
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
こ
う
し
た
運
動
を
強
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
も
水
道
財
政
に
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

す
ん
だ
空
と

き
れ
い
な
川
を
守
り
ま
し
ょ
う

i
ｎ

7
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府営水道の供給とともに

自己水源開発で対処へ

み
な
さ
ん
が
毎
日
使
っ
て
お
ら
れ

る
水
の
量
は
、
表
の
よ
う
に
八
四
％

も
府
営
山
城
水
道
か
ら
受
水
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
十
六
％
は
、
宇
治

神
明
、
開
、
小
倉
、
奥
広
野
の
自
己

水
源
に
よ
る
も
の
で
す
。

府
営
山
城
水
道
は
、
宇
治
市
、
城

陽
市
、
八
幡
市
、
久
御
山
町
の
三
市

一
町
を
対
象
に
給
水
し
て
い
る
広
域

水
道
で
す
が
、
受
水
し
て
い
る
各
市

町
と
も
需
要
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
給
水
能
力
が
近
く
限
界
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
今
後
は
、
敷
地
や
水
利
権
の
問

題
か
ら
拡
張
工
事
が
で
き
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
受
水
市
町
で
は
、

増
え
つ
づ
け
る
水
需
要
に
対
し
、
地

下
水
に
よ
る
自
己
水
源
の
開
発
が
せ

ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

買
入
れ
価
格
高
騰

で
収
支
く
ず
れ
る

ま
た
、
府
営
水
道
か
ら
の
瓦
入
れ

仙
格
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
に
つ

づ
い
て
こ
と
し
四
月
に
も
引
き
上
げ

ら
れ
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四

十
三
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

五
十
二
年
の
引
き
上
げ
前
の
二
十
一

円
二
十
銭
か
ら
比
較
し
ま
す
と
、
約

二
倍
の
価
格
に
も
な
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
受
水
牢
が
八
四
海
を

占
め
る
宇
治
市
は
非
常
に
大
き
な
彫

響
を
受
け
、
元
利
償
還
金
の
増
大
も

重
な
っ
て
今
後
、
水
道
会
計
の
収
支

か
大
き
く
く
ず
れ
、
水
道
事
業
経
営

に
重
大
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
必

至
で
す
。
”

し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
水

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
て
も
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
廉
価
に
供
給
す
る
た
め
に
も
健

全
経
営
に
つ
と
め
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。経

費
節
減
や
漏
水

防
止
な
ど
に
努
力

こ
れ
ま
で
、
市
で
は
、
「
限
り
あ

る
水
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
置

く
と
と
も
に
、
少
し
で
も
安
い
水
を

安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
水

道
料
金
の
検
針
・
集
金
の
隔
月
制
を

は
じ
め
、
物
件
費
の
節
減
、
漏
水
防

止
対
策
の
強
化
を
は
か
っ
て
き
ま
し

た
。
と
く
に
現
在
、
漏
水
防
止
対
策

で
は
、
老
朽
配
水
管
の
整
備
や
量
水

器
の
早
期
取
替
え
、
専
門
家
に
よ
る

漏
水
調
査
な
ど
を
行
い
、
有
収
牢
の

向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
で
は
、
水
道
経
営

の
効
率
化
へ
努
力
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

水
道
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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に
り

７

市
民
総
合
体
育
大
会

水
泳
の
部
を
受
付
け

九
月
に
入
る
と
、
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
芦
干
六
種
目
に
わ
た
っ
て

市
民
総
合
体
育
大
会
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
が
、
ま
ず
、
八
月
に
は
水
泳

の
部
が
始
ま
り
ま
す
。

水
泳
は
小
学
校
三
年
生
以
上
の
健

康
の
男
女
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇

▽
と
き
＝
・
８
月
2
6
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
１
時

（
集
合
は
９
時
半
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
ご
Ｉ
チ
カ
プ
ー
ル

▽
種
目

・
競
泳
＝
自
由
型
、
背
泳
、
平
泳
、

（
い
ず
れ
■
ｗ
)
2
5
μ
、
5
0
μ
）
、
リ

レ
ー
（
Ⅲ
μ
、
2
0
0
μ
）

・
レ
ク
リ
ェ
ー
ｙ
’
ン
＝
潜
水
、
チ

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
８
月
2
0
日
か
ら
９
月
2
4
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
の
６
日
間
、
午
後
７

時
半
か
ら
宇
治
小
学
校
で
。
対
象

は
一
勝
安
子
3
0
人
。
登
録
料
は
三

百
円
。

申
込
み
は
登
録
料
を
そ
え
て
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

高校野球京都大会　宇治高が初優勝

晴れ舞台　甲子園へ

■
市
民
将
棋
大
会

▽
と
き
・
・
・
８
月
2
6
日
（
日
）

午
前
９
時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
市
民
会
館
３
階

▽
参
加
資
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
、
市
内

に
通
勤
通
学
し
て
い
る
人

▽
ク
ラ
ス

・
小
・
中
学
生
の
郎

・
一
般
の
部

Ａ
・
・
・
初
段
以
上

Ｂ
・
・
・
一
級
～
五
級

Ｃ
上
ハ
級
～
初
心
者

参
加
料
は
一
般
が
三
百
円
、
小
・

中
学
生
は
無
料
。
出
場
者
は
、
８
月

2
2
日
ま
で
に
、
宇
治
市
将
棋
団
体
連

合
会
幹
事
の
横
山
聴
雄
さ
ん
（
電
話

⑩
６
８
６
２
）
、
桜
井
実
さ
ん
（
電

話
⑩
０
４
２
３
）
ま
た
は
、
洛
用
タ

イ
ム
ス
社
（
電
話
⑩
４
１
０
９
）
、

城
南
新
報
社
（
電
話
⑩
５
７
５
４
）

へ
希
望
ク
ラ
ス
を
決
め
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

仙
郷
山
廃
棄
物

処
分
地
の
休
業

八
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

三
日
間
、
例
年
ど
お
り
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
み
は
宇
治
川
左
岸
か
ら
搬
入
し

車
両
に
は
必
ず
ジ
ー
ト
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

（
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
）

犬
・
ネ
コ
の
引
取
り

不
用
な
犬
や
ネ
コ
は
毎
週
月
曜
日

の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

■
犬
の
巡
回
引
き
取
り

南
小
倉

小
学
校

▽
と
き
・
・
・
８
月
1
4
日
心
火
）

▽
と
こ
ろ

・
菟
這
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分

黄
堡
忌
服
正
門
前
八
…
一
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
倉
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
‐
1
1
時
2
0
分

且
椋
公
会
堂
0
1
1
時
3
0
分

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
衛
生
課
）

交
通
安
全
納
涼
大
会

説
と
子
の
対
話
旁
堰
じ
て
交
通
ル

ー
ル
を
学
ぷ
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
８
月
1
9
日
（
日
）

午
後
６
時
-
~
ｆ
ｆ
ｌ
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
大
久
保
自
動
車
教
習
所

▽
内
容
・
・
・
自
転
軍
教
室
・
映
画
会
・

運
転
者
適
正
資
格
テ
ス
ト
・
白
パ

イ
の
お
兄
さ
ん
、
婦
交
の
お
姉
さ

ん
と
の
つ
ど
い

ま
た
、
各
種
の
夜
店
（
無
料
）
も

出
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
や

盆
踊
り
も
催
さ
れ
ま
す
。

▽
共
催
・
＝
宇
治
市
少
年
禰
導
協
議
会

宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
交
通
労
政
課
）

生
活
保
護
・
母
子

家
庭
の
子
ど
も
に

プ
ー
ル
入
場
券

生
活
保
護
家
庭
と
母
子
家
庭
の
子

ど
も
の
た
め
に
府
立
伏
見
港
公
園
プ

ー
ル
無
料
入
場
券
が
あ
り
ま
す
。
ご

希
望
の
人
は
福
祉
課
ま
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
伏
見
港
公
園
プ
ー
ル
は
八

月
三
十
一
日
ま
で
開
い
て
お
り
、
時

間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま

で
で
す
。
（
福
祉
課
）

校
歌
を
募
集

来
年
三
月
に
第
一
回
め
の
卒
業
生

を
送
り
出
す
用
小
倉
小
学
校
で
は
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
校
歌
の

歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

用
小
倉
小
は
近
鉄
小
倉
駅
の
周
辺

の
住
宅
地
域
を
校
区
と
し
、
生
活
指

導
と
基
礎
学
力
の
向
上
、
お
よ
ぴ
児

童
の
間
で
の
助
け
合
い
な
ど
を
重
点

に
お
い
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
人
は
、
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
南
小
倉
小
学
校
校
歌
制
定

委
員
会
＝
小
倉
町
剛
浦
四
十
の
Ｉ
（

電
話
⑩
局
０
５
６
０
番
）
へ
お
送
ｓ
>

く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

夏
の
夜
の
あ
ち
こ
ち
の
ま
ち
角
で

花
火
遊
び
を
見
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
花
火
は
使
い
方
を
誤
ま

洗たく用洗剤の使用種類Ｉ
・麦

さ
れ
て
い
る
状
況
は
表
Ｉ
の
通
り
で

す
。
野
粟
・
果
物
洗
い
で
の
徳
用
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
器
洗
い
に

は
「
時
々
」
も
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
使
っ
て
い
ま
す
。
■

ま
た
、
食
器
洗
い
に
合
成
洗
剤
を

使
っ
て
い
な
い
人
は
、
せ
っ
け
ん
の

他
、
湯
や
ぬ
か
、
米
の
と
き
汁
を
使

う
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

％
響

況状用使の剤洗成合用所台
ｎ麦

Ｊ

宍
一

・
Ｉ
・
・

・
香
一
一

香
一
●
●

圓

一

一

麟

い洗器食

一

丿

１ ５

１
ｆ
ｉ

”
・
’
７
・
・Ｊ

一
・
・
一

瓢

？ｒ

侭
…

使
ｔ１

｀
つ

…
Ｉａ

４
Ｃ

び
っ

…田

合
成
洗
剤
で
の皮

膚
障
害

手
荒
れ
な
ど
合
成
洗
剤
を
使
っ
て

皮
膚
障
害
が
起
き
た
こ
と
の
あ
る
人

は
四
一
％
あ
り
、
昨
年
の
二
四
％
を

大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

症
状
は
手
荒
れ
が
’
一
番
多
く
七
十

六
人
で
、
カ
サ
カ
サ
す
る
、
ひ
ぴ
割

れ
出
血
、
痛
み
、
そ
れ
ら
の
合
併
症

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
他
通
院
治
療
さ
れ
た
七
例
や
、
指

紋
が
な
く
な
っ
た
り
、
乳
児
が
湿
疹

を
起
こ
し
た
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

○
風
の
強
い
と
き
な
ど
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

Ｏ
打
ち
上
げ
花
火
は
、
途
中
で
火
が

消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
゛

Ｏ
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ヶ
″
ト

に
入
れ
た
り
し
な
い
で
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
た
く
さ
ん
の
花
火
を
一
度
に
火
を

つ
け
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

（
消
防
本
部
）

すまし致り送方地

手土おがび選品がすさ

に供おの盆おにげやみ

作作れ一

泥

水
２
く

１り
1

2
3

一2
3

一7
4

0
7

さ
る
六
月
に
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
洗
剤
と
せ
っ
け
ん
の
成
分
の
違
い
を

二
十
三
人
が
市
民
の
方
四
百
七
人
を
゛
知
っ
て
い
る
人
も
六
三
・
四
海
と
四

対
ま
に
「
消
費
者
の
一
股
意
識
」
や
Ｓ
増
え
て
い
ま
す
。

。
「
洗
剤
の
信
用
状
況
」
、
「
訪
問
販
合
成
洗
剤
を
便
っ
て
い
る
人
は
ま

売
」
な
ど
の
五
項
目
に
つ
い
て
ア
ン
だ
ま
だ
多
く
七
五
％
を
占
め
て
い
ま

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
、
今
回
は
洗
剤
に
つ
い
て

の
調
査
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

最
近
、
河
川
の
汚
染
の
原
因
と
し

て
合
成
洗
剤
が
問
題
と
な
り
、
せ
っ

け
ん
へ
の
切
り
替
え
が
消
費
者
運
助

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、
昨

年
に
比
べ
て
せ
っ
け
ん
の
徳
用
が
十

％
増
え
、
二
三
・
一
％
に
な
り
ま
し

た
。
（
表
Ｉ
）
せ
っ
け
ん
を
徳
用
さ

れ
る
理
由
は
、
「
人
体
へ
の
害
が
少

な
い
」
が
六
三
・
八
％
の
他
、
「
河

川
な
ど
の
公
害
が
心
配
だ
か
ら
」
で

安
全
性
奎
愚
じ
て
侠
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
合
成

匹

″四

″四

一作丿一一１

れ
ば
、
火
災
や
大
き
な
事
故
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

先
月
に
は
、
花
火
で
遊
ん
で
い
た

幼
い
女
の
子
が
着
物
に
燃
え
う
つ
っ

た
火
で
、
焼
死
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
で
は
、
花
火
■

を
は
じ
め
と
す
る
子
芦
石
の
火
遊
び

が
火
災
原
因
の
上
位
老
｛
｝
め
、
低
年

す
が
、
そ
の
理
由
に
、
「
汚
れ
が
よ

く
落
ち
る
」
三
一
％
、
「
手
間
が
か

か
ら
な
い
」
二
三
・
三
％
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

石けんの使用10％増加

食
器
洗
い
は

ほ
と
ん
ど
が
合
成
洗
剤

次
に
、
直
接
口
に
す
る
野
菜
・
果

物
、
食
器
洗
い
に
合
成
洗
剤
を
傀
用

齢
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

花
火
は
美
し
く
、
楽
し
い
も
の
で

す
。
事
故
の
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
’

と
を
充
分
考
え
、
子
ど
も
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
説
明
書
を
よ

く
読
ん
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
水
（
バ
ケ
ツ
な
ど
）
事
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

彭゛
″
叩

ユ
な

一

呂詰

と
・
ト
？

Ｊ
こ
こ

に
よ
い茶

り

モニターのアンケート調査

ｍ
禦

ｓ
ｓ
ａ
＼

皿
ｍ

総
響

皿
蝉

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
８
月
2
1
日
（
火
）
午
後
７
時
半
か

ら
９
時
半
ま
で
。
西
小
倉
小
学
校

で
。

○
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
無
料
で
す
。
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